
至仏山 

期 日： 2022 年 8 月 19 日(金)  天候：晴 

コース： 鳩待峠登山口 5:40→6:45 山の鼻→8:45 高天ヶ原→9:05 至仏山山頂 9:15→9:55

小至仏山→10:30 オヤマ沢田代→10:45 原見岩→11:25 鳩待峠登山口 

参加者： TA（単独） 

 

 

 関越交通の夜行バスでバスタ新宿を出発し、早朝に尾瀬戸倉に到着。始発のシャトルバスで鳩

待峠入りした。気温は 18℃。夏は早朝の涼しい時間に出発したい。尾瀬ヶ原の入り口である山

の鼻へ降りてから登る、周回コースで至仏山に登った。終日晴れていて、素晴らしい展望に出会

えた。 

 

  

 鳩待峠の登山口 尾瀬ヶ原方向へ 山の鼻 植物研究見本園に入る 

 

  

 これから登る至仏山の全容 樹林帯を登り、開けたところで尾瀬ヶ原を見る 

 こちらのコースは登りの一方通行である 正面は燧ヶ岳 

 



  

 1 時間ほど登ると樹林帯が終わり、岩場に だいぶ登ってきた 

蛇紋岩という岩で、青光りした所は濡れていると滑りやすい 

 

  

 高天ヶ原 標高約 2100m 

 やっと勾配が緩くなる 尾瀬ヶ原をかなり上から見下ろす感じになった 

 

  

 至仏山 山頂に到着 ガスって来てしまった 

  南東方向 正面に男体山と日光白根山が見えている 

 



  

 北方はまだ展望がある これから降っていく小至仏山方面 

 中央は奥只見ダム 滑りやすい蛇紋岩で思いのほか手こずった 

 

  

 キンロバイの群生 ヒメシャジン 

 蛇紋岩地帯に特有の植生だそうだ 尾瀬では至仏山だけで見られるそうだ 

 

  

 小至仏山 山頂 上州武尊山 

  

 



  

 雲が去って、男体山と日光白根山が良く見えた 原見岩 

  ここから下は樹林帯に入る 

 

  

 鳩待峠に到着 長閑な鳩待峠休憩所前 

 

 乗合タクシーで尾瀬戸倉へ下山した。ピークシーズンを過ぎた平日だったので、残念ながら尾

瀬ぷらり館の戸倉の湯は休業日だった（8 月後半は土日のみ営業）。新型コロナのせいで、どの民

宿も日帰り入浴はやっていないのだそうだ。唯一やっていた食堂で昼食をゆっくり取り、13:30

発の関越交通バスでバスタ新宿へ戻って帰宅した。 

以上 

男体山 日光白根山 


